
と も。 若 くて も、 筋の通 った しっか り した文

章が書 か れてい た り、年 配の方 で も年齢 を感

じさせ ない瑞 々 しい感覚 が あふれ てい た りす

るの を読 んでいる時は、時間 を忘れる。

年齢 だ けで、文章 が書 かれ るの では な く、

その 人の持 って いるい ろい ろな要素 が、 ある

世界 を作 るのだ と思 うが、本 を読 む時 は、何

か しら書 か れた時 の著者 の実年 齢 を強 く意 識

する。私 の場合 は、若 くして亡 くなった人達 に、

さらに思 い入 れが 強 まる。そ れ は、著者 だけ

で な く、本 の中 でた また ま出会 った、画家 の

青 木繁(1882-1911)で あ った り、数学者 の

ガロア(1811-1832)で あ った り、 また、幕

末の思想 家 の吉 田松 陰(1830-1859)で あ っ

た り、『檸檬 』の梶 井基次郎(1901-1932)で

あ った り、織 田信長 に仕 えた森蘭 丸(1565-

1582)で あ っ た り、作 曲 家 の モ ー ツ ァル

ト(1756-1791)で あ った りする。(き りがな

いので、この辺で…)何 かの本 を読 んでい る時、

彼 らの没年 を知 る ところ とな り(あ るい は、

わ ざわ ざ、そ の生没年 を調 べ た り)、 「ひ え～、

こんな に若 い時 に亡 くな ってい るのに(若 す

ぎる!!)あ れ だけのす ごい作 品 や理論 を残

している」 と、感心する。

今 回の この原稿 を書 くにあた っては、書庫

か らお も しろい本 を見 つけ る ことが で きた。

山田風太郎 『人 間臨終 図巻 上巻 』(徳 間書 店

1986年 刊)で あ る。(残 念 なが ら、なぜ か下

巻 を所 蔵 してい ない)い ろい ろ な分 野で活 躍

した 人 々の名 前 と生 没年 が、短 い なが ら も紹

介 文 とと もに亡 くな った年齢順 に並 んで いる。

ただ し、 その人数 は限 られ てい る し、あ くま

で も山田風 太郎 のセ レクシ ョンではあるが。

著者 や登場 人物 の生没 年 を きっかけ に心 惹

かれて さらにまた、その人に関連 した本 を探 す。

ち ょっ と変 わ ってい るか も しれ ないが、 そん

な アプ ローチの仕 方 もなか なか、 お も しろい

ので は ないか と一 人、悦 に入 った りして いる。

(し か し、 そん な 自分 が ち ょっ とコワ くもあ

る…?誰 か 「そ んな こ とない よ」 と言 って く

だ さい→ こ こは絵文 字 を使い たい ところだが、

グッと我慢!)

てもらえた ときはレファレンスの楽 しさを実

感 します。

どんなに小 さな質問で も 「この本を参考に

すれば分かる」 「意外な情報が得られた」 とい

った発見があ ります。その小 さな発見が次に

カウンターに訪れた人の役 に立つことも多 く

あ ります。図書館の財産 といえば膨大な蔵書

や立派な建物 をイメージしますが、利用者の

みなさんか ら寄せ られた質問や知識 も図書館

を支える貴重な財産のひとつです。

何か探 しものがあれば、ぜ ひカウンターで

相談 してみてください。

Howoldareyou?

収書 整理課 佐 々 木 潤 子

本 を読 む時 、気 にな る こと… それ は何 か と

い うと、奥付 の著者 の略歴 にある生 まれた年、

あるい は、作中に登場す る人物の生没年 である。

なぜ 、気 になるの かは、 よ くわか らない(他

の人 は気 にな らないのだ ろ うか)そ れぞれ の

生 きた年 数の 中 に人 生が凝縮 されて いる よ う

に感 じるか らか も しれ ない し、 自分 の年 齢 と

比べ るか らか もしれない。

本 に登場 す るだ けの こ とは ある人達 なの で、

や は り、それ だ けの ドラマ性 も、 もちろん、

持 っているわけで…

著 者 の生年 を見 て、 自分 と同年 齢 だった り、

近 かった りする と、親 しみが わ く。 「よっ!ご

同輩!!」 というわけだ。あるいは、「ふ んふん、

この人 は、 私 よ り17も 年下 だ。 なのに、 この

理路整然 とした説得性 にあふれた文章は!」(い

や いや 、 しか し、 そ うい う賢 さや感性 は、歳

を取 れ ば、誰 にで も備わ って くる とは限 らな

いわけで …)と か 「この 人は も う70代 なの に、

現役で活躍 していて、ス ゴイ!」 とか。

亡 くな った作 家 の生没年 を知 る につ けて も、

昔 は、 はるか に年上 の人 だ ったの に、 自分 は

その人 の年齢 を超 えて しまい、 あ然 とす るこ



自分がその人の生 き方や考え方に共鳴すれば、

つなが りのある次 の本 を求める楽 しさを感 じ

なが ら、時間を過ごすことがで きる。

そ して、今日も新たな発見 に出会 うべ く、目

か ら鱗を落 としたいがために、また、 自分の

好 きな著者や人物 に再会するために、図書館

の海の中へ漕 ぎ出 してゆく。

自分の好 きな本に出会 うパ ターンは人それ

ぞれであろう。私 もいつ もそういう探 し方を

している訳ではないが(普 通にOPACで 著者名

や タイ トル、キーワー ドで検索をしてから、

書架 に足 を運ぶ こともあ ります しね)そ んな

本 との出会い方 もありかなと思 うし、変わっ

た目線で選んだ本を、自分の中のMyLibraryと

して持つ とい うの も楽 しいのではないかと思

ったりする。


